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教　員　名 増山　和子： MASＩYAMA Kazuko

授業時間 科目区分 授業形態 学修単位単位
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授
業
概
要

古典力学は私たちの身の回りで起こる物体の運動を微積などの数学的手法を
使って体系的に取り扱う学問である。この力学の法則及び基本的な概念を理
解し、例題演習により等加速度直線運動、放物運動、円運動などの具体的な
問題に適用することを通じて、いろいろな運動を理解し、運動方程式を取り扱う
能力を養う。

自然界でのいろいろな力について説明する。

 力　②
力の釣り合いの説明および例題演習により理解
を深める。

到　達　目　標 評　価　方　法

1)速度、加速度、いろいろな力、力の釣り合いを
理解できる。
２）　運動方程式をたて、解くことができる。
３）　放物運動、等速円運動、万有引力、振動の
基礎を理解できる。

①中間試験（４０％）、②期末試験
（４０％）、③レポート、小テスト（２
０％）によって評価する。

 力　①

運動方程式
①

 力が一定の場合の運動方程式の立式と解法を
説明する。

 講義・前期 －

学習・教育目標 （A) JABEE基準１（１）
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項　　　　目 内　　　　　　容

 数学的準備
ベクトルとスカラー、単位、三角関数などの復習
と演習を行う。

基礎事項の復
習

等速運動、等加速度運動について復習する。

速度と加速度
微分を用いた瞬間の速度、加速度について説明
する。
例として、等速円運動を説明する。

 運動方程式
③

例題の提示および演習により理解を深める。

中間まとめ

  放物運動　①  運動方程式の例として、放物運動を説明する。

等速円運動
②
万有引力

万有引力や惑星の運動などについて説明する。

力と運動方程式基礎的事項について、まとめ及
び理解度を確認する。

運動方程式
②

二体問題、斜面などの例題により、運動方程式
の立式と解法を理解する。

自学自習の内容 課題として演習問題を示す。レポート課題を課す。

 等速円運動
①

等速円運動、角速度、等速円運動における運動
方程式などの基本概念を説明する。

まとめ
 全体の学習事項のまとめを行う。また授業評価
アンケートを行う。

総合問題演習 総合的な例題演習により理解を深める。

備　　考 まとめおよび問題のプリント資料を併用する。

参　考　書 新物理学（シップマン、学術図書出版）

授業評価・理解度 最終回に授業評価アンケートを行う。

副担当教員 中野　陽一

科　　　　　　目　　　　　　名 学年

応用物理Ⅰ  ： Applied Physics　Ⅰ 3C

教　科　書 基礎物理学（原　康夫、学術図書出版）

 放物運動　②
放物運動の例題および演習により理解を深め
る。

関連科目 物理A，物理B,基礎数学、解析、代数


